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古 ジャ ワ版 マ ヌ法典 のテ キス トにつ いて

安 藤 充

1.は じ め に

筆者 は,か つて,古 ジャワ語版 ラーマーヤナ に含 まれ る教訓的詩節 の典 拠 を調

査 し,そ の一節 がマヌ法典 に依拠 した もので ある と推定 した(And。1996).そ れ 以

来,古 ジャワ世界 にお いてマヌ法 典が どの ように受容 されたか に関心 を もつ よ う

になつた.

目下,マ ヌ法典 に関連す ると思われ る文献 の刊本 に よる解読 と並行 して,七未校

訂写本 の調査 をお こな う萌芽 的段 階 にあ り,何 らか の文献研 究 の成果 を提 示で き

る状 況 にはない.小 論で は,古 ジ ャワ文献 中 にお けるマヌ法典へ の言及,引 用 を

大 まか に拾 いなが らジャワ版 マヌ法典 のテキス ト研究上 の課題 を整理 してお くこ

とに よって,今 後 の ジャワ ・ヒン ドゥー法典 の文献研究 のオ リエ ンテー シ ョンに

資 す るこ とがで きれ ば と考 え る.

2.Jayapattra,特 許 状,`Kutaramanawa'

ジ ャ ワにおいては,イ ン ドに由来 す る とみ られ る法 あ るい はその断片 は,次 の

3種 の形 で現在 に伝 え られ てい る と言われ る.即 ち,jayapattraの 刻 文,特 許状 に

関 わ る刻文,お よび法典 の写本 で ある.

この うち,jayapattraと は,係 争す る審判 で勝訴 した側 に対 して発給 され る文書

で,判 決 に当事者双 方が合意 した こ とを示 す と共 に,そ の判 決 にあたっていか な

る法規定 が参照 され たか も記述 してい る.古 い ものは10世 紀初頭 に遡 るこ とがで

きる.こ のジャワのい くつか のJayapattraか ら,そ の当時 に典拠 とされていた法典

に関 す る情報 が読み取 れ る.例 えば,DecreeJayasongと 呼 ばれ るBendosari出 土

の1350-65年 頃 の銅板 には,次 の一節 が書 かれて いる.

makatangwan rasagama ri sari hyan Kutaramanawadai... (Pigeaud 1960-63 :I.106)

(聖 な るKutaramanawaを は じ め とす るagamaの 神 髄 に依 拠 して …)
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王 が宗教 的寄進 地 の免税特権 を与 える旨を宣下 した刻文 か らも,古 ジャ ワ世界

の法制 に関す る情報 を読 み取 る ことが でき る.多 くは14世 紀 中期 以降のマ ジャパ

イ ト朝興 隆期 の もので ある.例 え ば1358年 にHayamWuruk王 が発 した"Ferry

Charter"に 「Kutaramanawaな どのsastraに:専 心 して」(Pigeaud1960-63:1.109)と

あ る.`sastra'と い う名詞 で受 けてい るので,権 威 あ る何 らか の書物 あるい はそ

の内容 を指 して いる ことは確 かで,DecreeJayasongと 共 通す る法源 に言及 してい

ることがわか る.

た だ し前例同様,`Kutaramanawa'と 称 され るものが どの よ うなテキス トあ るい

は伝承 な のか一KutaraとManawaと い う2つ の特 定 の典 拠 を示 して い るのか,

Kutaramanawaと い う名 の一法典 なのか一,そ れを知 る手がか りはない.

3.ジ ヤ ワ の ヒ ン ド ウー一法 典"Agama"

1885年 にJonkerは14世 紀 のマジ ャパイ ト期 に起源 を発 す る とみ られ る法典 の

写本 を校 訂 ・翻訳 した.底 本 は ライデ ン大学 図書館所蔵 のLOr2215写 本 で ある.

本 文 や奥付か らは タイ トルが読み取 れないが,表 紙 に`Agama'と 書 かれ ていた

ことか ら,Jonkerは このテキス トを"Agama"と 称 した.

Jonkerの 研 究 か らほぼ百 年 を経て,Hoad1eyとHooker(1981)が,大 英博物館所

蔵 の写本 をも とに,ジ ャワの法典 のテ キス ト校 訂 ・翻 訳 を公刊 した.こ の写本 は

1814年 にJohnCrawfurdが バ リ・ブ レレンの王か ら譲 り受 けたものであ る(H・ad1ey

andHo・kerl981:75).内 容 を一 瞥すれ ば,Jonkerの 扱 つた写本 の第79条 に当た る

一節 お よび第184条 以 降 を欠 いてい る ことを除 けば
,ほ とん ど大 きな相違が ない

ことがわか る,

このCrawfurd写 本 の表紙 には,`CuntaraManawaSastra'と い う題字 らしき も

のが残 されて お り,彼 が写本 を受 け取 る際 にテキス トの タイ トル として示唆 され

た ものだ ろ うと考 え られ る(Careyl983:434).こ の 名称 は,前 節で我 々が注 目し

た`KutaraManawa'を 連 想 させ る.た だ しこのよ うなタイ トルが伝承 として提示

され たに もかかわ らず,Hoadleyら は,後 述す るよ うに,こ の テキス トを"Agama"

とい う固有 名詞で呼んで いる.

4.AgamaとKutara(一)Manawa

ジ ャ ワの ヒン ドゥー法 典 のタイ トル に関す る混乱 の事情 につ いて,も う少 し詳

しく検討 してみたい.
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"A
gama"と 称 され る法典 の内容 を概 観 してみる と,準 拠法 に言及 す る箇 所が少

な くない こ とに気づ く.例 えば,第32条(Jollker版 の番号,以 下同様)で は,8種

の悪 人(astadusta)の うち,過 去 の好意 に免 じて犯罪者 をか ば う者 を罰 す るよ う規

定 し(cfManuIX275),「Kutara(一)Manawaの 教 えに定 め られてい るとお り」、と根

拠 を示す.

さ らに興味深 い こ とに,こ の"Agama"中 に は"Kutara"と"Manawa"か ら相

異な る罰則規定 を引 き合 いに出す箇所 があ る.例 えば,奴 隷 の所有権 消失 まで の

期 間を定め る第120条 で は,「Kutaragamaに よれ ば5年,Manawagamaに よれば10

年 」 とい う表現 を してお り,各 々に`agama'と 付 け別個 の出典 として扱 う.ほ か

に,第121条 で は水牛や牛 の所 有権消失期 間(cfManuVIQ.146)に 関 して,第137

条 で は他 人 の妻 を襲 つた者 の刑罰 につ いて,第143条 で は旅 に出 た夫 を妻 が待つ

べ き期 間(cf.ManuIX.76)に つ いてKutaraとManawaそ れ ぞれを根拠 に して年数

や刑罰 の程 度の異 なる規定 を示 して いる.

こ うしたKutaraとManawaの 規 定の矛盾 について は,第121条 が 次 の ようなエ

ピソー ドに よって正 当化 す る.す なわ ち,

「このいずれかの規定に従うべきである.ど ちらかが他方よりも優れているという意味で

はない.な ぜなら,い ずれもagamaか ら発 したものであるからである.Manawasastraに つ

いて言えば,そ れはWisnu神 の権化であるManuが 伝 えた.ま た,Kutarasastraの 方 は,同

じくWisnu神 の権化 としてBhriguが 伝 えた.そ してその教えをParasuRamaが,そ して

さらに全世界が遵守 した.」

伝説 の信 懸性 は別 として,こ のテ キス トが書 かれた時点で は,KutaraとManavva

が 異 な る2つ の信 頼すべ き法典 で あるが,根 源 は同 じで,い ずれ もヒン ドゥー教

を背景 としてい る と理解 されていた よ うで あ る.ま た,こ こでagamaが 両 者 の源

とされてい る点 にも留意 してお きたい.

5.agama,kutara,manawaの 語 義 と用 例

なぜHoadleyとHookerは 公 刊 したテキス トに写本 の題字 とは異な る"Agama"

とい う名 を冠 した のか.そ れ は先 に紹介 した ように,こ のテキス トがagamaに 最

高 の権威 をお いて お り,お そ ら く14世 紀 には,Agamaと い う名 のイ ン ド由来 のテ

キス トが存在 したはずだ と,彼 らが考 えたか らであ る(1981:73-79).確 か に,こ

の法 典 には`(inankana)linninagama(21,39)や`mankanalinsanhyanagama'

(139)(そ のようにagaznaは 語 る)な ど,agamaを 典 拠 に挙 げる箇所が い く・つか見 ら
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れ る.古 ジ ャワ語 において は`agama'と は サ ンス ク リッ ト同様,「 聖典 」 とい う

意味 で用 い られ る場合が多 い.例 えば,14世 紀 後半 のHayamWuruk王 に仕 えた仏

教監察官Prapancaに よ る往 時の見聞 の記録 で ある"Desawarnana"で は,優 れた宗

教者 に対 す る形容 として`widagdhenagama'(25.2)(聖 典 に通暁した)`sarw互gamaj五a'

(69.1)(あ らゆる聖典についての知識をもつ)`anindyagamajna'(83.3)(完 壁 に聖典に

通 じた)な ど,agamaの 知 識 を有す るこ とが徳 とされ る(Pigeaudl960-62;R・bs・n

l995).一 方,法 典 と関わ るよ うな文脈 では,agamaが ヒ ン ドゥー法典類 の ことを

指 して い る と考 える こ ともでき る(Gondal952:279).例 え ば,同 じDesawarnana

に お いて,マ ジャパイ ト朝 の王 の訴訟手続 きの公 平 さに対 し 「agamaの 神 髄 を遵

守 して いる」(73.3)と 讃 えてい る.Hoadleyら の テキス ト中 には 「agamasastraに

よれ ば」(148)と い う表現 もあ り,彼 らは これを固有名詞 とみ な した よ うで あ る

が,そ れ を自分 たちの編 集翻 訳 したテキス ト自体 に同定 しようとしたHoad1eyら

の解釈 は,Careyが 批 判 す る(1983:434)よ う に無理が ある.

`k
utara'に つ いては,Gondaは"Kutaraagama"な い しは"Kutara-Manawa"と

い う名の法典 の存在 を前提 として いた ようで あ り,サ ンス ク リッ ト語 の`kuttara'

(山)な い しは`kutara'か ら古 ジャ ワの法律書 の固有名詞 に借用 された とす るの

みで ある(Gondal952:28).Zoetmulder(1982)も`kutara'は`kutaramanawa'と

同 義で ある とし,あ る一つ の法 典 の固有 名 として辞典 に登録 してい る.先 に この

名 の法典 がJonker校 訂 の"Agama"に 言 及 され るこ とを示 したが,既 に古 ジャ ワ

語 最古(9-10世 紀)の 文 学作 品 とされ る 『ラー マーヤ ナ』 に も`wihikansirenaji

Kutaramanawa(24.167)(彼(Wibhisana)はKutaramanawaの 教 えに通じている)と して

その名がみ える.ま た法典 と関わ りの深 い,教 訓や格言 に富む"iSlokantara"で も,

善 業 に通 じる9種 の人 間的特質(nawasa血a)の 一 つ を説明す るなかで 「Kutarama-

nawaに 精 通 してい る」 とい う注釈 をつ け る(84,40).こ れ が何 らかの権 威で あ る

ことは間違 いないが,Zoetmulder(お そ らくGondaも)が 解釈 した よ うに,`Kuta-

ramanawa'で 一 つ のテキス トを指 し示 すのか,KutaraとManawaが 別 個 のテキス

トなのか,解 釈 の余地 を残 した ままで あ る.

`
manawa'は,kutaraと セ ツ トで言及 され る以外 に,manawa単 独,あ るい は

manawagamaな い しmanawatantraと い う複合語 の形 で現れ る.(Zoetmulderl982).

Ramayana 17.45: san Raghuttama sudanta susila, Manawagama nahan to tinutan.

(Janakiい わ く)夫Ramaは 心 穏 や か で行 い 正 し く,Manawagamaを 遵 守 して お られ る.)

Bhomakawya 1.5 : sajna sari Manu hetunyan apageh irikaii sasanen Manawa.
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(す べ て の人 々 は)マ ヌ の教 え に従 っ て お り,Manawaの 規 定 に忠 実 で あ る.

Nitisastra 4.4 : Yeki n Manawatantra yogya pituhun tekap ira san inuttamen praja.

(Manawatantraが 秀 でた人々によって遵守されるにふさわしいように…),

"Ma
nawa"(一againa,一tantra)は この ように古 い有名 な韻 文作品や箴言集 において高

い価値が おかれてい る.名 前か らマヌ法典 を示唆す るこの1Vlanawaだ が,は た し

て忠実 な古 ジ ャワ訳 なのか,あ るいはジ ャワ的か受容 がすすん だ形 の部 分的翻案

なのか どうか.

6.Agama,SwaraJambuと マ ヌ法 典

HoadleyとHooker(1981)に よつて刊行 され た"Agama"の 内容 の検 討 について

は,写 本 の綿密な研 究 を待 たな けれ ばな らない.と い うのは,Jonker(1885)か ら

ほぼ百年 を経 て テキス トと翻訳 が出版 され たに もか かわ らず,Careyも 指摘 す る

(1983:435)よ うに,ロ ーマ字転写 の不統一 や誤 読,誤 訳が多 い.テ キス トの言語

につ いて も,Hoadleyら が現代 ジャワ語 の一種(1981:71-72)と したの は誤 りで,

古 ジャワ語 と併 存 し現代 ジャ ワ語 に連 な る中期 ジャワ語 とみなす のが妥当で ある

(Ricklefs1982:343)

こ の よ うな文献研 究上の大 きな課題 を確 認 した うえで,先 行研 究 を手 がが りに,

こρ"Agama"が どの程 度マ ヌ法典 と関連 す るのか概 観 してお く.

Jonkerの テ キス トに基 いてイ ン ドネ シア語 に よる訳 注研 究 を出版 したSlamet-

muljata(1967)は,こ のテキス ト全275条 が,マ ヌ法典～皿.4-7に 定 め られ る訴訟

の18主 題 にな らって次 の19主 題 に分類 され る とす る.

罰金総則(1-2);8種 の罪人(astadusta,3-23);奴 隷(24-51);8種 の窃盗(astacorah,52-80);

凶悪犯罪(sahasa,81-93);売 買(94-97);担 保(98-116);負 債(117-153);委 託物(154-166);

婚 資(167-175);結 婚(176-197);姦 淫(198-214);財 産 分配(215-219);誹 諦 ・侮辱

(wakparusya,220-225);暴 力(dandaparusya,226-246);不 注 意 ・過失(247-253);け んか

(254-257);土 地(258-262);虚 偽(263-275)

詳 細 の検討,特 にマ ヌ法典原典 との対照作業 はまだ行 われてい ない.Jonkerが

既 に訳注 の中で逐条 ご とにマヌ法典 ほかの ヒン ドゥー法典 との関係 を示 唆 して は

い るが,散 見 した ところで も漏れが多 く,綿 密かつ体系 的な比較研究 が求め られ

てい る.そ の際 慣 習法か らの影響 について もじゅ うぶ ん留意 す る必要 が ある.

しか し,・マヌ 法典 に示 され る18主 題 が何 らかの形 で ジャワで受容 された こ とは

確 かで あ る.,訴 訟 に関 す る主題 をたて るとい う枠組 みお よび その数 の類似,い く
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つ か の主題 の共通性,サ ンスク リッ トの用語 の借用 な どがその論拠 となるだろ う.

さ らに この訴訟 の18主 題 に関 して,マ ヌ法典 自体 が古 ジャワ法 に影響 を与 えた

ことを確 認 させ るのが,"SwaraJambu"と い う文献 で ある .ま だテ キス トが公 刊

され てお らず,Leiden写 本(LOr4530)を 参 照 したvanNaerssenに よ る研 究(1956)

に よ って内容が知 られ るのみだ,.こ の テキス トの18主 題部分 の記述 は"Agama"

よ り もさらにマヌ法典 自体 と密接 に関わ ってい る.転 誰 の度合 いが少 ないサ ンス

ク リッ ト原 文 の引用 と,そ れ に対 す る忠実 な古 ジ ャワ語訳 ・解説 とい うスタイル

で書 かれてお り,原 典 に直接依拠 し,正 し く伝承 され てきた ことは明 らかで ある.

そ の うえ,こ の作者 はNarayanaな い しはNandanaの 注 釈 付 きでマ ヌ法典 を参 照 し

た らしい ことが,い くつか の条文 に対 す る古 ジャワ語 の解釈 か ら読 み取れ る(Van

Naerssen1956:127-129).し た がつて,SawaraJambuの テ キス ト校訂 およびサ ンス ク

リッ ト法典 類 との対 照作業 は,古 ジ ャワ世界 でマヌ法典が いかに伝 えられ受容 さ

れた かを明 らか にす るための重要 な手がか りを与 え ると思われ る.

7.お わ りに

以上,古 ジャワ版 マヌ法典 に関 して,現 存資料 に引用 され る法典 ら しき名称 を

辿 り,関 連 テ キス トの内容 を管見 す るだ けで も,未 解決 の問題 が多い こ とが再確

認 され た.

Manawaの 名 を冠 す る法典が準拠法 として示 され る こと,SawaraJambuの よ う

にサ ンス クリッ ト原文 引用 を含 むテキス トも伝承 されて いる ことな どか ら,マ ヌ

法典が ジャ ワの法制 に影響 を与 えたの は明 らかで あ る.SawaraJambuも"Agama"

も,マ ヌ法典第8-9章 の訴訟 の18主 題部分 との関連が ほ とん どであ り,原 典 か ら

「ダルマ」全般 を受容 した とい うよ りも,刑 法 ・民法 に相 当す る実用部分 を選択 的

に重用 した こ とを推測 させ る.た だ し,Sternbachの 箴 言集 の比較 対照研究(1979:

85-86)に よれ ば,古 ジャワのSarasamuccayaお よ びiSlokantaraに はマ ヌ法典 の訴訟

関連 以外 の部分,例 えば第1-5章 と密接 に関わ るフレーズ も少な くない.し たがっ

て,狭 義 の法典 のみな らず,教 訓 ・金 言集 も視野 に入れ て,マ ヌ法典の ジャワに

おける受容 の様相 を探 る必要 があ る.

・"Agama"を 写 本 か ら校訂 し直 し,内 容 の詳細 な検討 を行 うこ とが求 め られてい

る ことは既 に指摘 したが,Pigeaudは ライデ ン写本 カタログ(1967-70)に,Jonker

の底本 を含 め数種の写本 を"KutaraManawa"と して収録 して いる.Agamaの 再 校

訂 の際 に これ らの写本 の全容 を把握 す るこ とによ り,KutaraとManawaの 異 同,
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Jonker版 の底本 とそれ以外 の写本 との関連 につ いて,新 しい知見が得 られ るもの

と思 われ る.先 述めSwaraJambu及 び これ らの"KutaraManawa"の 写 本校 訂 をま

ず行 うこ とが,古 ジャワ版 マヌ法典 テキス トの内容を解明す る鍵 にな るだ ろ う.
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